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表 1 授業中アンケートと web形式アンケートの比較 
 
















































表 2 対象授業概要 
 
 授業 回答方法 受講者数  文字数(字) 
1 理工学部 専門科目 Web 65 1036 





Web 25 1959 
4 
 
商学部  専門科目 
      





Web 12 3083 
6 情報科学科目 演習 
 
Web 34 3654 
7 手書き 34 1229 
8 情報科学科目 演習 
 
Web 25 3687 
9 手書き 19 622 
10 情報科学科目 演習 
 
Web 129 6623 
11 手書き 122 2839 
12 情報科学科目 演習 
 
手書き 17 601 
 
3. 評価と知見 
 
以下のような知見が得られた。詳細については別途専門誌において発表する予定である。 
 
- 学生の理解度や授業への評価において、テキストマイニングは有効である。 
- しかし、有効性を引き出すには、データのクリーニングをすることが必要である。 
- 文章量が多い場合はクリーニングに時間がかかる。上記データにおいて、手書きデータの入
力とクリーニングで最大 2時間程度が必要であった。 
- 専門科目においては文章量が多くても意味を読み取りやすい可視化が可能であった。 
- 演習授業で、文章量が多い場合には、可視化が困難である。しかし、事前に必須キーワード
を要求しておくと可視化しやすくなる。 
- 多肢選択アンケートと併用すると可視化しやすい。 
 
本研究のデータ収集には理工学部学生上野絵梨佳の協力を得た。(文責 武田) 
